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1. 法人の概要 

1.) 建学の精神 

 

 

 

 

 

 

法人全体の経営方針と基本的な教育方針として、人格、徳性の涵養並びに知性の

練磨を象徴的に表し、不易の綱領と定めている。 

 

2.) 学校法人の沿革 

昭和 31年 2月 28日 八戸高等電波学校の設置を申請する。 

昭和 31年 4月 10日 八戸高等電波学校を開校する。 

昭和 31年 7月 27日 学校法人八戸高等電波学校の寄附行為が認可される。 

昭和 31年 8月 2日 法務局への登記が完了し、学校法人八戸高等電波学校が成立する。 

昭和 34年 2月 12日 学校法人八戸電波高等学校に改称する寄付行為の変更が認可される。 

八戸電波高等学校の設置を認可される。 

昭和 34年 4月 1日 八戸電波高等学校(本科「無線通信科、無線技術科」・専攻科)を開校す

る。 

昭和 36年 4月 1日 八戸電波高等学校に電子科、電気科を設置する。 

昭和 36年 11月 1日 学校法人八戸電波工業高等学校に改称する寄付行為の変更を認可される。 

八戸電波工業高等学校へ名称変更を認可される。 

昭和 37年 3月 31日 八戸電波工業高等学校の無線技術科を廃止する。 

昭和 37年 4月 1日 八戸電波工業高等学校に機械科を設置する。 

昭和 39年 4月 1日 八戸電波工業高等学校に普通科を設置する。 

昭和 43年 4月 1日 八戸電波工業高等学校に土木科、建築科を設置する。 

工業課程は、6科 (通信科・電気科・電子科・機械科・土木科・建築科) 

となる。 

昭和 45年 12月 15日 さくら幼稚園の設置を認可される。 

昭和 46年 4月 1日 さくら幼稚園を開園する。 

昭和 47年 1月 29日 学校法人八戸工業大学へ名称変更を認可される。 

八戸工業大学の設置を認可される。 

昭和 47年 4月 1日 八戸工業大学 (工学部機械工学科・産業機械工学科・電気工学科) を開学

する。 

昭和 50年 2月 3日 八戸工業大学第二高等学校の設置を認可される。 

昭和 50年 4月 1日 八戸電波工業高等学校白銀校舎 (工業課程) を八戸工業大学第一高等学校

に改称する。 

八戸電波工業高等学校大開校舎 (普通科) を八戸工業大学第二高等学校と

して開校する。 

【 正己以格物 (せい・き・い・かく・ぶつ) 】 

（己を正し以て物に格る） 
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昭和 51年 4月 1日 八戸工業大学工学部に土木工学科及び建築工学科を設置する。 

昭和 57年 4月 1日 八戸工業大学工学部にエネルギー工学科を設置する。 

昭和 59年 4月 1日 八戸工業大学第一高等学校に情報科を設置する。 

昭和 63年 4月 1日 八戸工業大学工学部に食品工学研究所及び情報システム工学研究所を設置

する。 

平成 5年 4月 1日 八戸工業大学工学部に構造工学研究所を設置する。 

平成 7年 3月 16日 八戸工業大学に大学院工学研究科修士課程の設置を認可される。 

平成 7年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科修士課程を設置する。 (機械システム工学

専攻、電気電子工学専攻、土木工学専攻) 

平成 8年 12月 19日 八戸工業大学に大学院工学研究科博士後期課程の設置を承認される。 

平成 9年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科に博士後期課程を設置する。 (機械システ

ム工学専攻、電気電子工学専攻、土木工学専攻) 

平成 10年 12月 22日 八戸工業大学大学院工学研究科に修士課程建築工学専攻の設置が承認され

る。 

平成 11年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科に修士課程建築工学専攻を設置する。 

八戸工業大学工学部にシステム情報工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部電気工学科を電気電子工学科へ名称変更する。 

平成 12年 12月 21日 八戸工業大学大学院工学研究科建築工学専攻に博士後期課程の設置が承認

される。 

平成 13年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科に博士後期課程建築工学専攻を設置する。 

八戸工業大学工学部機械工学科を機械情報技術学科、土木工学科を環境建

設工学科へ名称変更する。 

平成 14年 4月 1日 八戸工業大学工学部に生物環境化学工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部に異分野融合科学研究所を設置する。 

平成 15年 4月 1日 八戸工業大学工学部電気電子工学科を電子知能システム学科へ名称変更す

る。 

八戸工業大学第一高等学校に進学科、情報電気科、環境建設科を設置す

る。 

八戸工業大学第一高等学校電子科、電気科、土木科、建築科、情報科の募

集を停止する。 

平成 16年 10月 5日 感性デザイン学部感性デザイン学科を設置する届出書が受理される。 

平成 17年 4月 1日 八戸工業大学に感性デザイン学部感性デザイン学科を設置する。 

平成 18年 10月 31日 八戸工業大学が「日本高等教育評価機構」による「機関別認証評価」に係

る実地調査を受審する。 (〜11月 2日、平成 19年 3月 29日認定) 

平成 19年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科機械システム工学専攻を機械・生物化学工

学専攻に同電気電子工学専攻を電子電気・情報工学専攻へ名称変更する。 

平成 21年 4月 1日 八戸工業大学に工学部土木建築工学科を設置する。 

八戸工業大学工学部生物環境化学工学科をバイオ環境工学科へ名称変更す

る。 
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平成 22年 4月 1日 八戸工業大学工学部電子知能システム学科を電気電子システム学科へ名称

変更する。 

八戸工業大学第一高等学校に普通科並びに工業科を設置する。 

平成 26年 3月 11日 八戸工業大学が、公益財団法人日本高等教育評価機構 (JIHEE) から同機

構が定める大学評価基準に適合していると認定される。 (10月 2日〜10

月 4日、大学機関別認証評価の実地調査を受審する) 

平成 27年 4月 1日 八戸工業大学大学院工学研究科土木工学専攻を社会基盤工学専攻へ名称変

更する。 

平成 27年 4月 28日 八戸工業大学エネルギー環境システム研究所を地域産業総合研究所へ名称

変更する。 

平成 28年 3月 31日 八戸工業大学大学院工学研究科建築工学専攻を廃止する。 

平成 29年 3月 2日 八戸工業大学第二高等学校附属中学校の設置を認可される。 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校の設置、収益事業の中止、役員等選

任条項の変更に伴う寄附行為の変更が認可される。 

平成 30年 4月 1日 八戸工業大学工学部機械情報技術学科を機械工学科へ名称変更する。 

八戸工業大学工学部電気電子システム学科を電気電子工学科へ名称変更す

る。 

八戸工業大学工学部バイオ環境工学科を生命環境科学科へ名称変更する。 

八戸工業大学感性デザイン学部感性デザイン学科を創生デザイン学科へ名

称変更する。 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校を開校する。 

令和 3年 3月 16日 八戸工業大学が、公益財団法人日本高等教育評価機構 (JIHEE) から同機

構が定める大学評価基準に適合していると認定される。 (10月 19日〜10

月 21日、大学機関別認証評価の実地調査を受審する) 
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3.) 設置する学校・学部・学科等 

(令和２年５月１日現在) 

学校名 研究科・学部・課程等 学科 

八 戸 工 業 大 学 大 学 院 

工学研究科 

博士前期課程 

博士後期課程 

機械・生物化学工学専攻 

電子電気・情報工学専攻 

社会基盤工学専攻 

八 戸 工 業 大 学 
工学部 

機械工学科 

電気電子工学科 

システム情報工学科 

生命環境科学科 

土木建築工学科 

感性デザイン学部 創生デザイン学科 

八戸工業大学第一高等学校 全日制課程 
普通科 

工業科 

八戸工業大学第二高等学校 全日制課程 普通科 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校    

さ く ら 幼 稚 園   

 

 

4.) 学校・学部・学科等の学生数の状況 

(令和２年５月１日現在) 

学校名 研究科･学部･課程等 学科 収容定員 現員数 備考 

八 戸 工 業 大 学 

大 学 院 

工学研究科 

博士前期課程 

機械・生物化学工学専攻 10 4  

電子電気・情報工学専攻 10 5  

社会基盤工学専攻 10 9  

小計 30 18  

工学研究科 

博士後期課程 

機械・生物化学工学専攻 6 1  

電子電気・情報工学専攻 6 0  

社会基盤工学専攻 6 3  

小計 18 4  

大学院 計 48 22  

八 戸 工 業 大 学 

工 学 部 

機械工学科 290 191  

電気電子工学科 220 114  

システム情報工学科 270 314  

生命環境科学科 220 107  

土木建築工学科 270 293  

小計 1,270 1,019  

感性デザイン学部 
創生デザイン学科 230 157  

小計 230 157  

学部 計 1,500 1,176  

八戸工業大学第一高等学校 全日制課程 

普通科 240 244  

工業科 735 453  

小計 975 697  

八戸工業大学第二高等学校 全日制課程 普通科 720 597  

八戸工業大学第二高等学校附属中学校   180 39  

さ く ら 幼 稚 園   160 107  

 合計 3,583 2,638  
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5.) 役員の概要 

理事 12人（定数：8人以上 13人以内） 

監事  2人（定数：2人以上 3人以内） 
(令和２年４月１日現在) 

職名 氏名 勤務形態 備考 

理事長 栁谷 利通 常勤  

副理事長 橋本 精二 非常勤 会社役員（副会長） 

理事 坂本 禎智 常勤 八戸工業大学長 

理事 藤澤 重信 常勤 八戸工業大学第一高等学校長 

理事 明石 進 常勤 
八戸工業大学第二高等学校長 

八戸工業大学第二高等学校附属中学校長 

理事 木村 喜久子 常勤 さくら幼稚園長 

理事 橋本 都 常勤 八戸工業大学副学長 

理事 福士 憲一 常勤 八戸工業大学副学長 

理事 岡沼 明見 非常勤 会社役員（代表取締役） 

理事 武輪 俊彦 非常勤 会社役員（代表取締役） 

理事 熊谷 雄一 非常勤 地方議会議員 

理事 大庭 文武 非常勤 特別職地方公務員 

監事 田島 幹二 非常勤 会社役員（代表取締役） 

監事 島守 雅之 非常勤 会社役員（代表） 

 

6.) 評議員の概要 

評議員 25人（定数：17人以上 27人以内） 
(令和２年４月１日現在) 

氏  名 現    職    等 

坂本 禎智 理事、八戸工業大学長、大学院工学研究科長、感性デザイン学部長、大学教授 

藤澤 重信 理事、八戸工業大学第一高等学校長 

明石 進 理事、八戸工業大学第二高等学校長、八戸工業大学第二高等学校附属中学校長 

木村 喜久子 理事、さくら幼稚園長 

栁谷 利通 理事長 

橋本 精二 副理事長、会社役員（副会長） 

岡沼 明見 理事、会社役員（代表取締役） 

福士 憲一 理事、八戸工業大学副学長、工学部長、大学教授 

橋本 都 理事、八戸工業大学副学長、総合企画室長、大学教授 

村元 正彦 大学事務部長 

工藤 幸太 第一高校教頭 

河原木 聡 第二高校附属中学校副校長 

福士 信雄 大学同窓会会長、会社役員（代表取締役） 

淺利 能之 大学同窓会副会長、大学同窓教職員の会会長 

工藤 嘉範 地方議会議員 

小笠原 良誠 第一高校同窓会会長、会社役員（代表取締役） 

岩渕 義昭 第二高等学校同窓会会長、会社役員（代表取締役） 

中村 行宏 地方公務員 

横町 浩明 第一高等学校父母と教師の会会長、会社役員（専務取締役） 

柴田 一則 会社役員（取締役・執行役員）、環境開発部長 

武輪 俊彦 理事、会社役員（代表取締役） 

熊谷 雄一 理事、第二高校同窓会顧問、第二高校後援会会長、地方議会議員 

作田 真樹 さくら幼稚園教頭 

大館 恒夫 第一高校教育後援会会長 

大庭 文武 理事、特別職地方公務員 
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7.) 教職員の概要 

(令和２年５月１日現在) 

  
法人 

事務局 

八戸工業 

大学 

八戸工業

大学第一

高等学校 

八戸工業

大学第二

高等学校 

八戸工業大学

第二高等学校

附属中学校 

さくら

幼稚園 
合計 

専 任 教 員 - 72  61  47  7  10  197  

 教授(教諭) - 35  53  41  7  8  144  

 准教授 - 24  - - - - 24  

 講師 - 11  8  6  - 1  26  

 助教・助手 - 2  - - - 1  3  

兼 務 教 員 - 74  13  17  5   1 110  

計 - 146  74  64  12  11  307  

専 任 職 員 19  62  6  7  - 1  95  

兼 務 職 員 4  12  1  1  - - 18  

計 23  74  7  8  - 1  113  

合  計 23  220  81  72  12  12  420  
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2. 事業の概要 

1.) 運営改革 

 令和２年４月１日施行の私立学校法の一部改正により、学校法人においては寄附

行為及び関連する諸規程の改正を行った。改正に当たり、建学の精神に基づく独自

性を保ちつつ、これまでの運営の自己点検を行い、理事会、評議員会において協議

し、寄附行為については文部科学省に寄附行為の変更申請を行い、令和２年３月１６日

に認可となった。 

 また、法人運営の財政健全化の推進を図るために策定した経営改善計画が終了し、

さらなる強固な財政基盤の構築や機能性をめざした組織運営とガバナンス体制の強化

策等に、教学面の充実及び環境整備構想を加えた中期計画（2021年度～2025年度）

を、令和３年３月２６日開催の理事会・評議員会で承認を得て、制定した。 

 令和２年度においては、これまでの諸施策に加え、資産運用の拡大を図り、収入

増の要因となった。また、国や県の補助金及び外部資金を獲得し、令和２年度決算

においても経常収支差額及び事業活動収支差額がプラスとなった。 

 

2.) 事業計画に対する進捗状況 

令和２年３月 27日開催の理事会・評議員会において、審議・承認された令和２年

度の事業計画に対する進捗状況の概要は以下のとおりとなった。継続事業となった

項目については、引き続き実現化に向け、具体的な計画が必要となる。 

 

令和２年度事業計画(令和２年３月 27日 理事会・評議員会 承認事項) 

 事業計画 実施内容 

法
人 

1) 財政健全化の推進 

・「学校法人八戸工業大学経営改善計画」実施 

・「学校法人八戸工業大学固定資産及び物品調達規則」改正 

・「学校法人八戸工業大学高等学校奨学規程」改正 

・「学校法人八戸工業大学組織等に関する規程」改正 

・「新型コロナウイルス感染症に伴う八戸工業大学学費等減免特別支援規程」制定 

・「学校法人八戸工業大学非常勤講師就業規則」改正 

・「学校法人八戸工業大学就業規則」改正 

・「学校法人八戸工業大学有期雇用教職員就業規則」改正 

・「学校法人八戸工業大学財務規則」制定 

・「学校法人八戸工業大学給与規程」改正 

・「学校法人八戸工業大学定年退職者の再雇用に関する規程」改正 

・「学校法人八戸工業大学無期転換教職員規程」制定 

・「学校法人八戸工業大学中期計画」策定 

2) 事務組織の改編 
・「学校法人八戸工業大学組織等に関する規程」改正 

・人材育成・評価の試行実施 

3) 各設置校の施設環境整備・充実 

・八戸工業大学第一高等学校第１・第５校舎トイレ改修工事 

・八戸工業大学第二高等学校北棟エアコン設置工事 

・八戸工業大学第二高等学校第二コンピュータ室設備の更新 

4) ガバナンスの強化 

・「学校法人八戸工業大学経営改善計画」実施 

・「学校法人八戸工業大学財務規則」制定 

・「学校法人八戸工業大学組織等に関する規程」改正 

・「学校法人八戸工業大学中期計画」策定 

5) 授業料・保育料実質無償化への対応 ・高等学校学費（施設設備費）及び幼稚園保育料等の改定 

6) （一財）青森県工業技術教育振興会への協力 ・役務の提供 



8 

 

 事業計画 実施内容 

大
学 

1) 
中長期計画「HIT Grand 

design55」の推進と進捗管理 

・中長期目標・基本計画の改定 

・工学部工学科の設置に関する学則変更 

・感性デザイン学部創生デザイン学科の名称変更に関する学則変更 

2) 高等教育機関の無償化への対応 ・文部科学省高等教育修学支援新制度の対象機関認定継続 

3) 教育改革 

・2022年度工学部工学科の新コース編成 

・2022年度工学部・感性デザイン学部の教育課程の編成 

・工学部ロボット工学コース開設・運用 

4) 研究推進 ・研究ブランディング事業推進、寄附活動の継続 

5) 社会連携 

・「空き家リノベーションプロジェクト」継続実施 

・社会人リカレント教育に関する規程を制定 

・八戸地域高等教育機関および八戸地域産学官連携活動実施 

・「つくるはしかみ-世代間交流による地域文化プロジェクト」 

 継続実施 

6) 入試関連 

・国の入試制度改革への対応（多面的・総合的評価の実施） 

・ＷＥＢ（インターネット）出願の導入 

・既存特待生制度の見直し及び改正案の策定 

7) 外部評価 ・日本高等教育評価機構（JIHEE）より適合評価 

8) 50周年記念事業の検討 

・八戸工業大学教育研究後援会再開 

・創立 50周年記念事業計画ＷＧ始動 

・創立 50周年記念シンボルマークの公募及び決定 

第
一
高
校 

1) 授業料無償化への対応 
・「学校法人八戸工業大学高等学校奨学規程」改正 

・学費等（施設設備費）の改定実施 

2) 
令和４年度学習指導要領改訂への

検討・対応 
・次期教育課程編成に向けての指針検討 

3) 
主に普通科における大学入学共通

テストや業者テストへの対応強化 
・全国統一模試の受験及び大学入学共通テスト対策講座実施 

4) 工業科における魅力向上 

・小型人工衛星打ち上げの事業計画の見直し及び宇宙空間に 

 おける金属板の加工技術に関するプロジェクト研究の検討 

・ドローン技術の活用と資格取得のための対策講座の実施 

5) スクールカウンセラーの採用 ・集団行動の苦手な生徒への指導及び転退学者の対応強化 

6) 
校舎の改築・改修事業計画の検討・

確定 
・校舎改築・改修事業基本計画策定に関するＷＧ実施 

7) 部活動の活性化 
・奨学生制度を活用した女子生徒の獲得及び部活動の強化 

・文化部（将棋等）対象の募集強化による部員獲得 

第
二
高
校 

1) 授業料無償化への対応 
・「学校法人八戸工業大学高等学校奨学規程」改正 

・学費等（施設設備費）の改定 

2) 
令和４年度学習指導要領改訂への

検討・対応 
・新教育課程編成に向けての指針検討 

3) 大学入学共通テストへの対応 
・全国統一模試の受験 

・大学入学共通テストと個別試験対策講座の実施 

4) ＩＣＴ活用による教育改善 ・第二コンピュータ室設備の更新 

5) 安全安心に向けた学内環境の整備 ・教育環境の充実を図るための機器備品購入 

6) 入試制度の再検討 
・新就学支援制度に対応した募集戦略の継続検討 

・「学校法人八戸工業大学高等学校奨学規程」改正 

7) 文武一道による運動部の強化 ・奨学生制度を活用した生徒の獲得及び部活動の強化 

附
属
中 

1) 
令和３年度学習指導要領改訂への

対応 
・次期教育課程編成に向けての指針検討 

2) 完成年度における次期の検討 ・学習、生活指導の評価改善及び募集戦略の強化 
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 事業計画 事業計画 

幼
稚
園 

1) 幼児教育無償化への対応 ・保育料及び給食費の改定 

2) 教育用施設・設備の整備・維持 
・園庭（芝生）整備工事 

・駐車場の改修工事 

3) 創立 50周年に向けた事業の実施 ・創立 50周年記念事業計画ＷＧ実施 

4) 法人内の学校との連携を図った活動の継続 ・催事での生徒の協力、支援検討・実施 

 

3.) 組織・人材育成等 

教職員の資質能力及び勤務意欲の向上、学校組織の活性化を基本に人材育成を図

るため、平成３１年度から試行実施した教職員の人材育成・評価は、新型コロナウ

イルス感染症対応等により計画的な学校運営が難しい状況に加えて、制度の目的の

理解及び必要性の認識をさらに高めるため、令和２年度も引き続き試行実施とした。 

令和２年度の評価傾向は依然として自己評価が高い結果となり課題を残したが、

昨年度実施の際の事案であった評価者の制度目的の理解向上及び制度の必要性を高

めるという課題は、管理職（評価者）研修会を実施することで一定の効果を生むこ

とができた。 

また、行動・特性評価について、各学校の特性を踏まえた評価項目、行動基準と

なるよう行動・特性評価を改正する計画であったが、制度の定着を図ることを当面

の課題と捉え、改正は実施しなかった。 

事務組織については、人員配置や業務分担の臨機応変な運用が可能となること、

業務分担の枠組みが広がることによる人材育成などを期待される効果として、大学

事務部等の課を廃止することとした。 

教員の採用計画については、改組・改革状況を踏まえながら、学生・生徒・園児

数の推移、カリキュラムの改正等を含め、策定し、理事会にて承認された後、主に

公募を行っている。 

令和２年度採用活動を含めた教職員の現員は以下のとおりとなる。 

(令和３年５月１日現在) 

  
法人 

事務局 

八戸工業 

大学 

八戸工業

大学第一

高等学校 

八戸工業

大学第二

高等学校 

八戸工業大学

第二高等学校

附属中学校 

さくら 

幼稚園 
合計 

専 任 教 員 - 72  60  47  7  10  196  

  教授(教諭) - 38  53  42  7  8  148  

  准教授 - 24  - - - - 24  

  講師 - 8  7  4  - 1  20  

  助教・助手 - 2  - 1 - 1  4  

兼 務 教 員 - 71  11  16  4  1  103  

計 - 143  71 63  11  11  299  

専 任 職 員 20  52  6  5  - 1  84  

兼 務 職 員 2  22  1  1  - - 26  

計 22  74  7  6  - 1  110  

合  計 22  217  78  69  11  12  409  
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4.) 学生・生徒・園児募集 

 学生納付金収入は、財政基盤を確保するうえで最重要課題である。大学において

は、新規で設けた特別選抜制度（社会人や外国人留学生等を募集）を実施したほ

か、ＷＥＢ（インターネット）出願システムを導入するなど独自の施策を新たに展

開した。また、国策である高等教育の修学支援新制度の継続認定を受けて事業を実

施した。高等教育機関を含め、実質授業料無償化制度が高等学校・幼稚園に施行さ

れたことから、令和２年度は奨学生制度の見直し、新たに給付制度を導入するなど

対応を検討し、学生・生徒・園児の募集に努めた。 

 令和２年度募集活動を含めた学生・生徒・園児数は以下のとおりである。 

 

(令和３年５月１日現在) 

学校名 研究科･学部･課程等 学科 入学定員 入学者数 備考 

八 戸 工 業 大 学 

大 学 院 

工学研究科 

博士前期課程 

機械・生物化学工学専攻 5 0  

電子電気・情報工学専攻 5 2  

社会基盤工学専攻 5 1  

小計 15 3  

工学研究科 

博士後期課程 

機械・生物化学工学専攻 2 1  

電子電気・情報工学専攻 2 0  

社会基盤工学専攻 2 1  

小計 6 2  

大学院 計 21 5  

八 戸 工 業 大 学 

工 学 部 

機械工学科 50 46  

電気電子工学科 40 34  

システム情報工学科 60 101  

生命環境科学科 40 23  

土木建築工学科 60 57  

小計 250 261  

感性デザイン学部 
創生デザイン学科 50 53  

小計 50 53  

学部 計 300 314  

八戸工業大学第一高等学校 全日制課程 

普通科 80 73  

工業科 245 141  

小計 325 214  

八戸工業大学第二高等学校 全日制課程 普通科 240 130  

八戸工業大学第二高等学校附属中学校   60 18  

さ く ら 幼 稚 園    13  

 合計 946 694  
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5.) 理事会・評議員会開催状況 

 

① 理事会開催状況 

第 １ 回  令和２年 ４月２８日（火） 

第 ２ 回  令和２年 ５月２９日（金） 

第 ３ 回  令和２年 ６月２６日（金） 

第 ４ 回  令和２年 ７月２４日（金） 

第 ５ 回  令和２年 ９月１８日（金） 

第 ６ 回  令和２年１０月２３日（金） 

第 ７ 回  令和２年１１月２０日（金） 

第 ８ 回  令和３年 １月２９日（金） 

第 ９ 回  令和３年 ３月 ４日（木） 

第１０回  令和３年 ３月２６日（金） 

 

② 評議員会開催状況 

第 １ 回  令和２年 ５月２９日（金） 

第 ２ 回  令和３年 ３月２６日（金） 

 


